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ロケ誘致⇒年間５０～７０作品

ロケ日数⇒年間１２０日～１５０日

乃木坂４６『女は一人じゃ眠れない』ＭＶ
日向坂46『キュン』ＭＶ 欅坂46『ガラスを割れ！』ＭＶ

EXILE  MV
『24karats TRIBE OF GOLD』

パナソニック『エコナビ』
テレビＣＭ

RADWIMPS『大丈夫』MV
（映画『天気の子』主題歌）



東宝による映画の大ヒット＝劇場興行収入10億円＝100万人

「ゴジラ-1.0」
国内興行収入76億円

（全世界興行収入160億円）

「怪物」
国内興行収入20億円

（世界190ヵ国劇場公開）

2021年に諏訪地域で行われた映画作品

「ロストケア」
国内興行収入約５億円



映画『怪物』（2023全国公開）

第７６回カンヌ国際映画祭

「脚本賞」「クィア・パルム賞」

是枝裕和（映画監督）

東京都生まれ。代表作に『誰も知らない』、

『そして父になる』、『海街 diary』等。

2018 年『万引き家族』が第 71 回カンヌ国際

映画祭で最高賞のパルム・ドールを受賞。第

91 回アカデミー賞®外国語映画賞にノミネー

ト、そのほか多くの映画賞を受賞。

2022 年には初の韓国映画となる『ベイビー・

ブローカー』で、主演のソン・ガンホがカン

ヌ国際映画祭・最優秀男優賞を受賞。

『怪物』が第76回カンヌ国際映画祭で「脚本

賞」「クィア・パルム賞」を受賞。

©藤井保

パルム・ドール



「ロケ地を活用した諏訪エリア観光周遊事業」

（地域発元気づくり支援金活用）

①『怪物』ロケ地ＭＡＰ＆ロケ地特設サイトＯＰＥＮ

②『怪物』是枝監督トークショー＆小道具ワークショップ開催

③『怪物』諏訪エリア巡回パネル展

④『怪物』ロケ地サイクルツアー

⑤『怪物』ミュージアムOPEN＆『怪物』フェスを開催





①映画『怪物』ロケ地ＭＡＰ【15,000部】作成（公開日6/2～配布）
（県外各地のフィルムコミッションと連携し長野県外15ヵ所以上で配布）



映画『怪物』ロケ地特設WEBサイト

2022年5月2日OPEN

閲覧数：1万PV以上



#怪物ロケ地 Instagramキャンペーン実施（期間：6/12～8/31）

応募数：243



②映画『怪物』公開記念・是枝裕和監督トークイベントin富士見町

小道具ワークショップを開催

参加者は諏訪地域6市町村に限定し
地域に密着したトークイベン開催

約250名が参加

会場では親子参加できる
映画に登場した小道具のワークショップ

を開催した



③映画『怪物』諏訪エリア巡回パネル展
レイクウォーク岡谷・八十二銀行（諏訪支店・岡谷支店）・長野県庁ロビー・岡谷駅構内・笠原書

店・平安堂諏訪店・諏訪市図書館・富士見町コミュニティプラザなど合計12ヵ所以上で開催



④映画『怪物』ロケ地サイクリングツアー（10月15日開催）

「ロケ地」 「サイクルツーリズム」の新たな展開

ツアー参加者９名（８名が県外からの参加者）



『怪物』公開記念ミュージアム期間限定OPEN

（ロケ資料や美術セットを展示）
2023年6月9日～8月27日

ロケ地となった岡谷市・童画館通り商店街

来場者⇒県外1135名/県内716名 合計1,862名以上

国外11名（タイ・中国・台湾など）



『怪物』フェスティバル開催

（8月5日開催）



総括
・やはり映画ロケ地のＰＲするにも予算は必要

・ロケ地のＰＲだけだと映画サイドから嫌がられる⇒あくまで映画のＰＲを念

頭に

置きながら、地域を一緒にＰＲする必要がある

・ファンが気軽にいつでも訪れるロケ地や作品の【拠点】の重要性

・アニメだけでなく、実写映画にもロケツーリズムの可能性ある

・ファン２度３度訪れる⇒いつの間にか諏訪ファンに（作品への没入度重要）

※実写映画エンタメ作品でもリピートするほどのファンになるうるのか？

・是枝監督とのプライスレスな関係性

・地域住民と映画盛り上げること⇒チームビルド・コミュニティ形成に繋がる


